（賛助会員）


各　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

一般社団法人日本経営調査士協会：入会説明書

１．はじめに

　　このたびは、当協会へのご入会の照会をいただきまして、誠にありがとうございます。

　当協会は、1957年に創設されました『企業・団体・個人の経営に関して「経営調査士：調査・分析・改善指導・支援」及び「経営アナリスト：総合調査・研修指導・教育訓練・研究」を職能とする専門家』の組織団体です。

　　入会にあたっては、同封の提出書類が必要になりますのでこれをご送付します。皆様におかれましては、ご検討のうえ入会手続きをいただきますようお願い申し上げます。

２．会員の種類と資格の体系

　　当協会の会員は、正会員（一般会員）・学生会員・賛助会員により構成されます。

（1） 正会員

正（一般）会員は「経営調査士」または「経営アナリスト」の有資格者でなければなりません。従いまして、入会手続きと同時にどちらかの資格を選択し認定試験（認定試験免除制度があります）に合格してから入会講習を受けなければなりません。

（注）「（標準／上級）ＩＰＯ・内部統制実務士」は、会員外の方も公募して認定する資格で、この有資格者は希望により、経歴審査を経て正会員になれます。
（2） 学生会員

学生会員は「準経営調査士」「準経営アナリスト」の有資格者でなければなりません。入会手続きと同時にどちらかの資格を選択し、講習を受け認定試験（協会が指定する「経済記事の読み方検定」）に合格しなければなりません。

（3） 賛助会員

協会の目的・事業の趣旨に賛同した法人等が対象になります。

（注）①　正（一般）会員は25歳以上、学生会員は18歳以上でなければ会員（有資格者）にはなれません。

　　　②　正（一般）会員・賛助会員は、会費を負担しなければなりません。また正会員となるための資格（経営調査士・経営アナリスト）の有効期間は３年間で、学生会員（準経営調査士・準経営アナリスト）の有効期間は満25歳以降の半年間です。
　　　③　資格取得（入会）時及び資格更新（3年毎）時は、協会が主催する指定講習を受講しなければなりません。

３．入会手続、資格認定、資格更新まで

　　当協会への入会（資格取得）は、同封の提出書類を提出して、入会手続きと入会審査を同時におこないます。

＜賛助会員の入会手続、会員資格＞

（１）入会手続

①　入会申込書、会員票：経歴審査書を協会に提出していただきます。併せて、入会手数料の納付（3万円郵便振替：払込取扱票）をおこなってください。

②　入会手続に関する書類は、事務局へ請求して提出（郵送）いただくか、当協会の

ホームページから書式をダウンロードして提出（郵送）してください。

（２）年会費と会員資格

　　　賛助会員は年会費を負担していただきます。賛助会員は協会の会員ですが社団法人法の法令上の社員ではないので議決権はありませんが、一般会員（正会員、議決権のある個人会員）と同様、協会の行事に参加いただけます。
４．全経（当協会の上部団体）

　公益社団法人全国経理教育協会（略称：全経）は、文部科学大臣指導の公益法人で、全国の経理教育団体を構成員とし、1957年に結成されました。連盟傘下の個々の会員団体が、直接的に学生・社会人に経理と経営の教育をするのに対し、公益社団法人全国経理教育協会は、情報収集・研究・大会等の機会を通じて、会員内外の資格・検定の開発と運営をすると伴に、文部科学大臣指導のもと、個々の団体では実現が困難な公益事業を展開しています。
５．事務局（問い合わせ）
　　当協会への照会、問い合わせは、下記あてにお願いします。
〒170‐0004　東京都豊島区北大塚1-13-12-4Ｆ　
一般社団法人日本経営調査士協会　業務執行担当理事：下田秀之
ＴＥＬ03‐6903‐4075　ＦＡＸ03‐3940‐9315
※ＴＥＬ受付：平日am9:30～pm4:30　（土.日.祝日は休み）
URL：https://www.keieichosa.gr.jp　 E-mail:jimukyoku@keieichosa.gr.jp
 以上
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